配 人デ— • ダブ リュ • クロフ ォ— ドに 愛さる。 

美貌 は、 新種 族プ ラナ カン (pranakans) に 酷似す。 

薄 鼠色の 皮膚、 心惹く ェ キゾ チ シズ ム と 蛇 舞 を 踊る 妖 

ば あむ あ ま 

艷 さと 椰子し ゆが あの ごと き 甘美 さが ある。 

趣味 は、 ハイ. ァ ライに 熱狂す。 映画俳優 はァ ドル 

フ • マン ジ ユウと グレタ • ガルボが 好き。 ダンス はッ 

レプラ、 その システム、 ゥォ ー ク、 右 廻転、 左 廻転、 

プロ ムナ— ド、 チロ、 踵 を 床から 浮 離す るッレ ブラ を 

愛す。 支那 賭博 を 好まず。 ポ ー 力 ー をす る。 煙草 は 

レッド. バンド を 喫い、 酒 は ラム 酒、 とくに ネグリ ッ 

タ ラムに て つくる バカ— デ • カク テ— ルを 愛飲す る。 



だが ちかごろ は 洋食の メニュ ー を 並べて いる。 とき ど 

うみへび 

きこつ そり 支那 街へ 海蛇の 料理 を 食し にい らっしゃる。 

婦人病の 薬 だとて。 

衣裳 は、 三十 枚の ァ フタ ヌ ー ン. ドレス。 彼女の 年 

齢と 同じ だけの イブニング • ドレス。 ノラ は 衣裳 道楽 

だ。 ァ フタ ヌ— ンのス 力— トは 短く イブニングの ス 

あか 

力— トは 長い。 無地より 模様 入が 好き。 色合い は赫色 

がかった 熱帯 色。 だが、 ノラよ。 スリップ につけた 

レ ー ス がまん かいして スカ— ト から 臑の あたりに X X 

X X るの は あまり 感心 しないが どうした もの か。 赤い 

へび かわ あんかっしょく 

蛇 皮の 靴。 保護色の ような 薄絹の 手袋。 暗褐色に 赤 



よこじま いろめがね えら 

に 横縞の ある アン クル ，サックス。 色眼鏡。 魚の 顋の 

ように 赤い ガ ー タ ー。 

肉感 は、 上海に なくて はならぬ ものの 一 つ。 樹脂 色 

だえき 

の 唾液。 象形文字の ような 骨格。 闇 色の 肉体の 隙間。 

さんすいこう 

撒水 孔の ような 耳環の あと。 円形の 乳房の ある 地理。 

上海が 彼女の 舞台なら、 その コス チュ— ムは ノラの 薄 

鼠色の 皮膚 だ。 新しい 薔薇 戦争の 勃起す る 魅力が そこ 

n ゥホ n ゥ 

にある。 黄 浦 口に のぞんだ パブリック. ガ— デン、 そ 

こで は 四十 幾 種類 かの 〔# 「四十 幾 種類 かの」 は 底本で は 

しょうよう 

「四十 機種 類 かの 匕 人種が プラタナスの 木蔭 を 逍遙し 

ている。 スペイン 女が、 ヴェ リストの アメリカ 女が、 



壮な 報告 をした。 即ち レ— ン • クロフ ォ— ド 半期 欠損 

セン 卜 てんま 

額 九 万 五 千 七 百 六十 元 四 六 仙、 これが 塡補は 前年度 

繰越 金から 二 万 六 千 九 三 元 五一 仙、 株主 準備金から 二 

万 元、 一般 準備金から 五 万 元 を もってする。 欠損の 主 

因 は ファ— 二 ッ シン グ • デバ ー トメ ント仕 入の 際、 英 

シ リング ぺニ— 

為替 二 志 三片 であった のが 送金のと き 二 志 以下と 

なる。 よって ファ ー ニッ シン グ部は 廃業して、 南京 路 

入口、 アウト フィッチ ング • デパ —トメ ントの 一部と 

ともに スコッチ. ベ— カリ— に 賃貸す るに 至れり。 こ 

れ にたいして 株主の 一 人で ある ケャム ペル は 閉店 を提 

議 したが、 これ は 大ブリ テンの 名誉の ために 採用に な 



ら なかった。 このと き 株主に よって 提唱され た 他の 重 

大な 欠損 理由 は 不況の ため 高級品の 販売 絶無と なる。 

支那 人 経営の 百貨店、 永 安 公司、 新々 有限 公司、 先 施 

有限 公司 等の 大デパ —トメ ントの 発展に よる 影響、 さ 

て、 従業員が あま リ美 しすぎる。 

術策 は、 当然の 結果と して ノラ は ディ—. ダブ 

リュ— • クロフ ォ— ドと 別れなくて はならなかった が、 

これ は 財界に おける 一 つの 悲喜劇であった。 支那 経済 

恐慌の 主因 をつ くった 英国の 政策が、 上海 英国 財閥の 

没落の 過程 をつ くろうと は。 だが、 これ は いささかの 

犠牲 だと すれば もとより 小事 件に 過ぎなかった。 ノラ 



は クロフ ォ— ドと 別れる とともに レ— ン • クロフ ォ— 

ドの 売子で も なくなった。 彼女が つぎに 撰んだ 職業 は 

北西 川路の ム— ン • パレスの 踊 子であった。 そこで 彼 

女 はッレ ブラ を 踊った。 そして 金持ちの 男と ホテルへ。 

瞬間 は、 快楽の 結果と して 恋愛 病に 罹る。 

時代 は、 ノラ を 歓迎す る。 彼女 は ハイ. ァ ライの チヤ 

ンピ オン、 テオドラと 恋に おちた。 競 犬 場 番人、 黒奴 

だんしょう 

のァ ランが ノラの 男妾 だとい う 評判が 街に ひろがつ 

た。 南京 路を 彼女 は アメリカ 総領事館 書記、 口 ー ラン 

ド • グリ— ンと腕 を 組んで あるいて いたが、 いつの ま 

にか 一 品 香 ホテルに 消えた と 云う ものが ある。 国民 党 



上海 駐屯の 武官、 フ. ハン. バウ は ノラと 恋愛の 上昇 

のために 自殺して 死んで しまった。 もっとも、 チャン 

ピ オン • テオドラが 最近、 ォド トリ アムの ハイ • ァラ 

ィに不 出場 も 或は、 もしかすると。 そう 云えば、 黒奴 

ァ ラン は ひどい 下痢の ために 租界 内の 赤十字 病院に 入 

院 したと か。 口 ー ランド • グリ— ンが 南京 路を跛 を 

ひいて あるいて いたと 云う ものが ある。 いまでは 上海 

は ノラに よって 支配され る。 彼女の 人気が 沸騰す るに 

したがって、 ために 暑気 は 加わる ばかし だ。 

ノラよ、 健在で あれ！ 
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